
 

 

 

 

 

＜ご挨拶＞ 

皆さま あけまして おめでとう   

ございます 

本年も皆さまのご支援を胸に頑張ってま

いります。ご支援宜しくお願い致しま

す。                    

 

＜行政視察＞ 
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福島市地熱発電 

伊達市ネウボラ、双葉郡人工

芝、東日本大震災、原子力災害

伝承館、浪江町立請戸小学校、

東電廃炉資料館 
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 ＜勉強会＞ 

 7/7 深澤陽一先生と会派勉強会、新興津コンテナタ
ーミナル、清水港クルーズ視察、七夕まつり、プロ野球団
創設について 

 7/31静岡県市町村議会議員特別セミナー 

 8/17静岡県市町村議会議員研修会 

 8/21木内みつる先生と会派勉強会、森林環境譲与
税、森の力再生事業について 

＜その他＞ 

 10/30・31 環境厚生委員会で視察、埼玉県入間
市、新潟十日町東京都目黒区役所 

 

 

 

 

夫婦
め お と

都市、近江八幡市議会との親善行事 

参加。 

これからも地域のために活動してまいります。 

ご声援をよろしくお願いいたします！ 

Web サイト 

今年 4月から始まる「プラスチ

ック分別収集」の先行事例な

ど、課題解決のため数多くの自

治体へ視察に行ってきました。

た。 

十日町では、紙おむつの処理について 

燃料ペレット化について学びました。 



 

 

◎１１月定例会一般質問内容   

① 各地域の小公園の緑地の維持管理について 

質問：公園管理が楽しくなるように、市の方でも

よりそった形にできないか。 

回答：自治会・町内会など地域で管理して頂い

ている団体には、道具の提供などのほか、

表彰などの規定も考えたい。 

 

② 文化財保存活用地域計画の策定について 

質問：若者が地元に魅力を感じてもらえるような

計画作りが大事だと思うがいかがか。 

回答：由来や歴史を伝えながら若者の感じる魅

力やアイデアも取り入れていきたい。 

③ 部 活 動 の 地 域 移 行 に つ い て 

質問：指導者の確保についてどのように考えてい

るか。 

回答： 部活指導者から申し出があれば、学校

が依頼していく。また、スポーツ協会や本

市文化連絡協議会と連携し、登録してい

る指導者の協力を得ながら獲得していく。 

 

 

＜９月、１１月議会の報告＞ 

◎９月定例会一般質問内容 

① 西 臼 塚 遊 歩 道 整 備 に つ い て 

質問：富士山自然休養林保護管理協会では、枯損

木の伐採実績があまりないおように思うが、なぜ

危険な状態にしたままなのか。 

回答：改めて県に申し入れをしていきたい。 

質問：富士山の自然環境にふるさと納税は使えなか。 

回答：個人からのふるさと納税はあてはめることはできな

いが、企業版ふるさと納税については了解が あ

ればメニューの 1 つとして募集するのも一つの方

法として考える。 

市長：中途半端な整備ではなくがっちりと整備をしていく

必要がある。 

 

② 万野２番堀及び３番堀の暗渠
あ ん き ょ

工事について 

質問：二番掘り、登山道東側は安全確保のため、両

面通行に出来ないか。 

回答：一度事業化したものなので、皆様のほうの賛成

が得られれば、事業化は可能である。 

③ 災 害 時 の 地 域 医 療 体 制 に つ い て 

質問：日中に災害が発生した場合に市、地域、企業

が連携をとって、傷病者に向き合っていくべきと思

うが、市民がスムーズに地域の自主防災活動に

入っていけるような支援は行っているか。 

回答：市民に対する応急手当の普及啓発活動を推進

していきたい。 

 

 

＜あとがき＞ 

2024年の新しい年が明けました。        

皆さまはどの様な気持ちで迎えられたでしょうか？

ひろもとがこれから地域のために何をするのか？  

共に考え、行動して行きたいと思います。 

          後援会会長  佐々木 知 

西臼塚山頂 

ゴリラ公園 


